
 

 

 

 

 

 

 

   

 今夏は日照時間が例年に比べて少なく、木曽・高知・広島・関東・北海道と「数十年に一度」の

集中豪雨ニュースが頻繁に流れ、日本もついに亜熱帯気候かと思わせる夏でした。 

日本はどうなったのでしょうか。気候だけではありません。幼い子どもたちがターゲットになった

悲惨な事件があとをたちません。成人した人間は、命を引き継ぐことの大切さを忘れてはいけませ

ん。紅葉の季節、気分転換に出かけてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

                                                 
 うち

 ７～９月 スーパーバイザー相談は  ９ 回 

                                                           

第２回 事例検討会から  10 月１０日（金）15:０0～ 加賀市青少年育成センター 

金沢大学准教授原田克巳先生、石川県教育センター教育相談課長圓地郁尚先生をはじめ加賀市内の 

小・中・高などから１５名の参加をいただき、今回はやすらぎ加賀教室からの報告でした。 

まず、参加者よりそれぞれが抱える課題と夏休み後の変化進展について報告があり、地域が抱える 

悩みを共有することができました。 

検討会は、教育現場で有効とされるＰＣＡＧＩＰ法で行われました。心の問題を抱える１６歳の相

談者Ａとの関わりの経緯、関係機関と協働の就労支援の経過報告のあと、現状打開とこれからの関わり

について検討しました。 

ファシリテーターは、原田先生にお願いし、まず状況理解のため順番に参加者全員の質問があり、そ

のあと各自より支援についてのヒント・意見出しがありました。次に事例提供者の感想が述べられ、最

後に講師からの助言がありました。 

Ａさんは作業能力が十分認められること、興味を持っている分野への就労、通勤移動手段の確保、ジ

ョブコーチの要請、外出する機会を増やす等具体性に富んだ多くの示唆が与えられました。 

最後に、圓地教育相談課長より、Ａさんはエネルギーがある。今後も物事への対処についてのスキル

が適切になされること、いっしょにポジティブに考えていくようにすること、よくなったところを気づ

いて本人に返していってあげることが大切ではないかとのご助言をいただきました。 

行事の多い２学期、生徒が不安を抱え相談室ではお忙しい時期にご参加をいただき本当にありがとう

ございました。 

 

 来室相談 訪問相談 電話相談 合計 通室生徒 

７月 12 5 10 27 1 

８月 1 8 6 15 1 

９月 16 10 16 42 1 

土田先生（心理カウンセラー）の相談日 

１０月２４日（金）、３１日（金） 

１１月 ７日（金）、２１日（金） 

１２月１２日（金） 

時間：9:30～11:30 

場所：やすらぎ加賀教室 

※相談ご希望の方は予約をお願いします。 

 



反抗期は思春期につきものですね。しかし最近は反抗する自分の子供を怖がったり不

安がったりするお母さんが多いように思います。 

親の価値観を子ども自身が批判をしたり、抵抗したりしながら自分の価値観を見出し

て、自立していくための道のりで反抗期は必要なことなのです。 

いろんな形で抵抗や批判は表れてきますが、この反抗期をゆったりと見守ってあげた

いものです。               教室スーパーバイザー  土田晶子 先

生 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               加賀市民児協主任児童委員部会の１２名の皆様が、９月１９日（金）

やすらぎ加賀教室に視察研修に訪れました。この日は市内の各支援機関を順番に訪れ、地域で子どもた

ちが健やかに育つために見守る支援機関の理解を深めるための研修でした。 

教室見学のあと、副室長の挨拶、指導員の教室の機能と役割、各種機関との具体的な連携事例をまじ

えた説明後、高橋部会長初め各委員と熱心な質疑応答があり本支援センターへの理解が深まりました。

また、今後もさらに協力していけるようにとの情報交換が出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎ 教室スーパーバイザー土田晶子先生による本年度３回目の出張教育相談コンサルタント

が９月８日（月）に市内高校で行われました。訪問先から「問題の整理ができた。生徒に

どう対応してよいかに苦慮していたが、これでやり方に自信がもてた。」との感想をいた

だきました。あと一回実施予定ですので、必要な学校は教室までお問い合わせ下さい。 

アッキーの つぶやき 

                     夏の適当な水やりにもめげずにプリン

ス                    スメロンとマスクメロンができました。 

 プリンスの方は甘みが足りず、漬け物                     

に、マスクの方は彩りも良く完食でした。 

生育日数がキーでした。 

 

 

 

 

                     

通室生からもらった苗を、メロン後のプランターで育ててみました。９月下旬にツル

が黄色くなってきたので、通室生に掘ってもらいました。何と、あるじゃないですか。

洗うと名前の通り「ベニアズマ」でした。早速ふかしイモにして食してみると 「甘い、

サツマイモだ！」後日、通室生が家でスイートポテトにして持ってきてくれました。 

早速みんなでお茶にしていただきました。とても美味しく感動の食味でした。 

 

 

 

 

 

 

プランター農園 メロン・芋掘り騒動 

 

主任児童委員視察   


